
《事業目的》

《事業開始の背景》
《事業手法の詳細》

①観光情報の発信　44,000千円
《事業概要》 花巻観光協会が行う観光宣伝と誘客に対する支援

②関係団体負担金　3,135千円
いわて観光キャンペーン推進協議会748千円　岩手県観光協会2,283千円、

北東北三県観光立県推進協議会国際観光部会104千円

③イーハトーブ大使　192千円
市が依頼した方々による主要都市における観光宣伝協力を通じた誘客

報償費　146千円、需用費46千円

　
　

《事業展開の留意事項》

○観光ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
○宣伝広告

○ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ大使
○各団体への支援補助

《成果指標》
24 25 26

○広域ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
○宣伝広告

観光情報発信事業

対象外 〕

実績

③

（総括表）

目標

6,000

実績

実績 6,000 7,030
6,000

②
目標

① 観光キャンペーン入込数 人
目標

一般財源 47,327

項 目 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

市民参画の有無 〔

観光誘客を通じ交流人口を拡大するために必要な情報発信の機会として、観光キャンペーンを
実施した。

○観光情報の発信
　(一社)花巻観光協会への補助金交付
○関係団体への負担金
○イーハトーブ大使によるＰＲ

花巻の魅力発信

地方債

その他

財
源
内
訳

国県支出金

年度 26 年度

事 業 費
47,327

25 年度 当初(現計) 補　正 25
年度 ～ 平成 年度〕

商工観光部 観光課 鈴木　秀宜 289

事業
期間

単年度繰返 期間限定 〔平成

担当部(機関) 担当課(機関) （内線）

一般 07 01 03 0404 観光情報発信事業 しごと

〕

担当係長会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名 分 野

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

関係団体

花巻市の魅力を
知る

花巻市を訪れる 交流人口の拡大≒

観光協会

花巻市



《環境変化、意見・要望》

 公共関与の妥当性
妥当である

見直し余地がある

妥当でない

 成果の向上余地
向上余地がある

向上余地がない

《事業概要》  事業費・人件費の削減余地
事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

 受益と負担の適正化余地
受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

適正である

〔 〕
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成 委託 《総合評価》

24 25 26

24 25 26

観光情報発信事業 （附表）

キャンペーン活動が(一社)花巻観光協会により主体的に実施されるようになった。

平成 25 年度 事務事業マネジメントシート 〔 事後評価

観光情報発信事業

会計 款 項 目 事業ｺｰﾄﾞ 事業名

〕

有
効
性

目的

一般 07 01 03 0404

交流・移住人口増加で訪れた
い・住みたいまちづくり

まちぐるみ観光サービスの産業
化2-1

・観光キャンペーンにおける１回当たりの効果を上げる。

対象 観光客、旅行会社

意図 花巻の魅力を知ることができる。

目
的
妥
当
性

多くの人に花巻の魅力を知ってもらうための観光情報発信は主
体的に取り組む必要がある。総合

計画 2

施　策

①

効
率
性

・周辺自治体や県と合同でキャンペーンを実施することで事業
費の削減に努めるほか、市内団体とも協力しマンパワーを確保
しながらキャンペーンを実施していることから削減の余地はな
い

○観光情報の発信
　(一社)花巻観光協会への補助金交付
○関係団体への負担金
○イーハトーブ大使によるＰＲ

公
平
性

・観光振興は市全体が受益となる。

市民参画の有無 対象外

計画 9

政　策

市民協働
の形態

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 年度(実績)

花巻の魅力発信

年度(実績) 年度(計画)

11
実績 13 13

名古屋便就航先の中部圏でキャンペーンを実施したことにより空港の利用促進を図ることがで
きたほか、県や近隣市町村との協力で、より広域的にＰＲをすることができた。

②
計画

観光キャンペーン実施回数 回

実績

③
計画

実績

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分 年度(実績) 年度(実績) 年度(計画)

① 観光キャンペーン入込数 人
目標 6,000 6,000

実績

実績 6,000 7,030

②
目標

概ね目標値どおり 目標値より低い

③
目標

要因分析

・(一社)花巻観光協会による観光キャンペーンを、東北地方のほか首都圏、中部圏にて実施し
たことにより来場者数が増加した。

実績

達成度 目標値より高い


